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一
般
質
問

●
こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
反
訳
文
）
に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
本
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

●
各
議
員
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
公
費
負
担
使
用
者
を
聞
く

（
１
）立
候
補
者
22
名
中
制
度
を
利
用

し
た
の
は
何
名
か
聞
く
。（
２
）制
度

の
問
題
点
や
反
省
点
を
聞
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
１
）17
名

が
同
制
度
を
利
用
し
た
。（
２
）立
候
補
し
や

す
い
環
境
を
作
る
目
的
で
あ
っ
た
が
、
制
度

の
効
果
、
周
知
、
事
業
量
の
増
加
な
ど
費
用

対
効
果
を
含
め
検
討
を
要
す
る
。

■
我
謝
公
民
館
前
の
交
通
安
全
行

政
を
質
す

（
１
）子
供
た
ち
が
安
心
し
て
通
学

で
き
る
よ
う
、
安
全
対
策
を
聞
く
。

（
２
）車
道
側
に
、
道
路
標
識
や
路
面
標
示
等

の
要
請
が
我
謝
自
治
会
か
ら
あ
る
が
見
解
を

聞
く
。

　
　
　
　
　（
１
）町
道
我
謝
・
小
波
津
線
は

道
幅
が
４
ｍ
程
度
の
狭
小
箇
所
も
あ
り
、
安

全
確
保
を
図
る
た
め
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
等

も
含
め
自
治
会
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
す

る
。（
２
）公
民
館
か
ら
国
道
向
け
の
急
カ
ー

ブ
手
前
は
、
安
全
性
に
鑑
み
、
既
に
徐
行
の

路
面
表
示
を
実
施
し
た
。

■
道
路
行
政
を
質
す

兼
久
の
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
側
の
工
事

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、（
１
）

同
区
間
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
動
車
、
バ
イ

ク
の
撤
去
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。（
２
）

進
捗
状
況
を
聞
く
。

　
　
　
　
　 

（
１
）９
月
時
点
で
車
両
８

台
、
バ
イ
ク
28
台
が
放
置
さ
れ
て
い
た
。
代

執
行
令
書
を
義
務
者
に
通
知
し
た
と
こ
ろ
、

残
り
３
台
を
確
認
。
今
後
は
行
政
代
執
行
法

に
基
づ
き
進
め
る
。（
２
）令
和
５
年
１
月
完

成
予
定
。

■
学
校
部
活
動
を
質
す

中
学
校
の
指
導
者
の
成
り
手
不
足
に

つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
議
論
さ
れ

て
い
る
が
（
１
）本
町
の
部
活
動
の
顧
問
や

監
督
の
状
況
を
聞
く
。（
２
）２
０
２
３
年
～

２
０
２
５
年
を
「
改
革
周
知
期
間
」
と
位
置

付
け
て
い
る
が
、
本
町
の
取
組
み
状
況
を
聞

く
。

　
　
　
　
　
　（
１
）配
置
さ
れ
て
い
る
町
内

学
校
は
、
西
原
中
学
校
で
21
部
活
中
、
９
部

活
で
配
置
率
は
43
％
、
約
６
割
の
部
活
で
専

門
外
の
教
諭
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
西
原
東

中
で
は
、
17
部
活
中
、
７
部
活
で
配
置
率
41

％
、
約
６
割
が
専
門
外
の
教
諭
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。（
２
）本
町
で
は
他
市
町
村
の

事
例
を
参
考
に
情
報
収
集
に
取
組
ん
で
検

討
す
る
。

問

問

問問

西
原
町
、
中
部
南
広
域
に
は
火
葬
場

が
な
い
た
め
、
火
葬
ま
で
一
週
間
か

ら
10
日
間
も
待
機
、
ま
た
北
部
で
火
葬
を
す

る
事
態
と
な
り
、
住
民
は
困
惑
し
て
い
る
。

本
町
の
取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
火
葬
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
さ
ら
に
拍
車
が

か
か
り
、
待
機
が
長
期
化
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
広
域
火
葬
場
の
重
要
性
を
痛
感
し
て

い
る
。

広
域
火
葬
場
の
建
設
は
地
域
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
難
し
い
が
、
本
町
の

工
業
団
地
内
に
積
極
的
に
誘
致
を
促
進
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
候
補
地
の
一
つ
と
検
討
す
る
上

で
も
、
建
設
費
が
膨
大
と
な
る
た
め
、
広
域

的
な
取
組
み
、
建
設
に
有
効
な
補
助
金
を
見

出
す
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
建
設
に
有

問

提案

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

建
設
部
長

教
育
部
長

町
長

町
長

町
長

▼南斎場
▲いなんせ斎苑

屋
や

比
び

久
く

 満
みつる

議員

8

一
般
質
問

●
こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
反
訳
文
）
に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
本
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

●
各
議
員
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
75
年
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
日
本

の
保
育
士
配
置
基
準
！

国
が
認
可
外
を
許
容
し
て
い
る
こ
と

に
対
す
る
町
の
認
識
を
聞
く
。

　
　
　
　
　
　
児
童
福
祉
法
上
の
保
育
所
に

該
当
し
、
同
法
第
59
条
２
に
よ
り
、
設
置
の

届
出
が
必
要
。
国
が
定
め
た
保
育
指
針
に
準

じ
た
保
育
の
適
用
が
な
い
分
、
独
自
性
を
持

っ
た
保
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
保
育
者
ニ

ー
ズ
も
一
定
程
度
あ
り
、
待
機
児
童
の
受
け

皿
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
存
在
は
ま

だ
大
き
い
。

日
本
の
保
育
士
配
置
基
準
は
、
１
９

４
７
年
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。
町

と
し
て
独
自
の
配
置
基
準
を
設
定
す
る
と
同

時
に
、
国
に
対
し
て
他
の
先
進
国
並
み
の
基

準
に
す
る
よ
う
要
請
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　
　
　
　
　
今
本
町
の
課
題
と
し
て
、
保

育
士
不
足
に
よ
る
待
機
児
童
の
現
状
が
あ

る
。
配
置
基
準
を
見
直
す
こ
と
で
待
機
児

童
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
と
な
る
と
、
目

下
の
解
決
課
題
が
困
難
に

な
る
た
め
、
見
直
し
等
に

つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

予
定
は
な
い
。

■
バ
イ
パ
ス
・
橋
便
利
さ
の
上
に

安
全
対
策
を
！

朝
夕
の
混
雑
時
、
与
那
原
バ
イ
パ
ス

へ
の
右
折
車
両
が
赤
信
号
で
我
謝
交

差
点
付
近
ま
で
つ
な
が
っ
た
ま
ま
止
ま
り
、

青
信
号
の
車
も
前
に
進
め
ず
人
の
横
断
等
危

険
な
状
況
だ
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
南
部
国
道
事
務
所
に
も
伝
え

て
お
り
、
今
年
度
の
我
謝
交
差
点
付
近
の
与

那
原
交
差
点
向
け
に
お
い
て
拡
幅
工
事
を
行

う
予
定
だ
と
聞
い
て
い
る
。

小
波
津
６
号
線
か
ら
平
園
地
域
へ
の

角
が
ま
す
ま
す
生
い
茂
り
、
橋
が
開

通
し
た
た
め
危
険
が
増
し
て
い
る
。
地
主
の

方
へ
の
協
力
要
請
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
小
波
津
与
那
城
橋
開
通
に
当

た
り
、
交
通
量
が
増
え
る
と
想
定
し
て
い
た

た
め
、
片
面
だ
っ
た
道
路
反
射
鏡
を
両
面
反

射
鏡
へ
改
修
。
ま
た
道
路
に
飛
び
出
し
た
草

木
な
ど
は
、
そ
の
都
度
、
草
刈
り
を
実
施
し

て
い
る
。

問

問

問問

■
火
葬
場
建
設
の
必
要
性
を
問
う

中
部
広
域
火
葬
場
建
設
推
進
協
議
会

は
・
現
在
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
。
解
散
し
て
い
る
の
か
、
休
止
し

て
い
る
の
か
聞
く
。

　
　
　
　
　
中
部
南
地
区
火
葬
場
斎
場
建
設

検
討
委
員
会
は
、
平
成
28
年
２
月
22
日
に
解

散
と
な
っ
て
い
る
。

効
な
状
況
に
な
っ
た
場
合
に
は
積
極
的
に
取

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問 福
祉
部
長

福
祉
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

町
長

▼南斎場

そ
の
他
の
質
問

○
平
和
行
政
に
つ
い
て

○
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

伊
い

計
けい

 裕
ひろ

子
こ

議員

大
おお

城
しろ

 好
よし

弘
ひろ

議員



9

一
般
質
問

●
こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
反
訳
文
）
に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
本
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

●
各
議
員
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
公
費
負
担
使
用
者
を
聞
く

（
１
）立
候
補
者
22
名
中
制
度
を
利
用

し
た
の
は
何
名
か
聞
く
。（
２
）制
度

の
問
題
点
や
反
省
点
を
聞
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
１
）17
名

が
同
制
度
を
利
用
し
た
。（
２
）立
候
補
し
や

す
い
環
境
を
作
る
目
的
で
あ
っ
た
が
、
制
度

の
効
果
、
周
知
、
事
業
量
の
増
加
な
ど
費
用

対
効
果
を
含
め
検
討
を
要
す
る
。

■
我
謝
公
民
館
前
の
交
通
安
全
行

政
を
質
す

（
１
）子
供
た
ち
が
安
心
し
て
通
学

で
き
る
よ
う
、
安
全
対
策
を
聞
く
。

（
２
）車
道
側
に
、
道
路
標
識
や
路
面
標
示
等

の
要
請
が
我
謝
自
治
会
か
ら
あ
る
が
見
解
を

聞
く
。

　
　
　
　
　（
１
）町
道
我
謝
・
小
波
津
線
は

道
幅
が
４
ｍ
程
度
の
狭
小
箇
所
も
あ
り
、
安

全
確
保
を
図
る
た
め
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
等

も
含
め
自
治
会
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
す

る
。（
２
）公
民
館
か
ら
国
道
向
け
の
急
カ
ー

ブ
手
前
は
、
安
全
性
に
鑑
み
、
既
に
徐
行
の

路
面
表
示
を
実
施
し
た
。

■
道
路
行
政
を
質
す

兼
久
の
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
側
の
工
事

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、（
１
）

同
区
間
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
動
車
、
バ
イ

ク
の
撤
去
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。（
２
）

進
捗
状
況
を
聞
く
。

　
　
　
　
　 

（
１
）９
月
時
点
で
車
両
８

台
、
バ
イ
ク
28
台
が
放
置
さ
れ
て
い
た
。
代

執
行
令
書
を
義
務
者
に
通
知
し
た
と
こ
ろ
、

残
り
３
台
を
確
認
。
今
後
は
行
政
代
執
行
法

に
基
づ
き
進
め
る
。（
２
）令
和
５
年
１
月
完

成
予
定
。

■
学
校
部
活
動
を
質
す

中
学
校
の
指
導
者
の
成
り
手
不
足
に

つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
議
論
さ
れ

て
い
る
が
（
１
）本
町
の
部
活
動
の
顧
問
や

監
督
の
状
況
を
聞
く
。（
２
）２
０
２
３
年
～

２
０
２
５
年
を
「
改
革
周
知
期
間
」
と
位
置

付
け
て
い
る
が
、
本
町
の
取
組
み
状
況
を
聞

く
。

　
　
　
　
　
　（
１
）配
置
さ
れ
て
い
る
町
内

学
校
は
、
西
原
中
学
校
で
21
部
活
中
、
９
部

活
で
配
置
率
は
43
％
、
約
６
割
の
部
活
で
専

門
外
の
教
諭
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
西
原
東

中
で
は
、
17
部
活
中
、
７
部
活
で
配
置
率
41

％
、
約
６
割
が
専
門
外
の
教
諭
が
配
置
さ

れ
て
い
る
。（
２
）本
町
で
は
他
市
町
村
の

事
例
を
参
考
に
情
報
収
集
に
取
組
ん
で
検

討
す
る
。

問

問

問問

西
原
町
、
中
部
南
広
域
に
は
火
葬
場

が
な
い
た
め
、
火
葬
ま
で
一
週
間
か

ら
10
日
間
も
待
機
、
ま
た
北
部
で
火
葬
を
す

る
事
態
と
な
り
、
住
民
は
困
惑
し
て
い
る
。

本
町
の
取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

　
　
　
　
　
火
葬
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
さ
ら
に
拍
車
が

か
か
り
、
待
機
が
長
期
化
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
広
域
火
葬
場
の
重
要
性
を
痛
感
し
て

い
る
。

広
域
火
葬
場
の
建
設
は
地
域
の
理
解

を
得
る
こ
と
が
難
し
い
が
、
本
町
の

工
業
団
地
内
に
積
極
的
に
誘
致
を
促
進
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
候
補
地
の
一
つ
と
検
討
す
る
上

で
も
、
建
設
費
が
膨
大
と
な
る
た
め
、
広
域

的
な
取
組
み
、
建
設
に
有
効
な
補
助
金
を
見

出
す
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
建
設
に
有

問

提案

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

建
設
部
長

教
育
部
長

町
長

町
長

町
長

▼南斎場
▲いなんせ斎苑

屋
や

比
び

久
く

 満
みつる

議員

8

一
般
質
問

●
こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
反
訳
文
）
に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
本
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

●
各
議
員
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
75
年
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
日
本

の
保
育
士
配
置
基
準
！

国
が
認
可
外
を
許
容
し
て
い
る
こ
と

に
対
す
る
町
の
認
識
を
聞
く
。

　
　
　
　
　
　
児
童
福
祉
法
上
の
保
育
所
に

該
当
し
、
同
法
第
59
条
２
に
よ
り
、
設
置
の

届
出
が
必
要
。
国
が
定
め
た
保
育
指
針
に
準

じ
た
保
育
の
適
用
が
な
い
分
、
独
自
性
を
持

っ
た
保
育
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
保
育
者
ニ

ー
ズ
も
一
定
程
度
あ
り
、
待
機
児
童
の
受
け

皿
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
存
在
は
ま

だ
大
き
い
。

日
本
の
保
育
士
配
置
基
準
は
、
１
９

４
７
年
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。
町

と
し
て
独
自
の
配
置
基
準
を
設
定
す
る
と
同

時
に
、
国
に
対
し
て
他
の
先
進
国
並
み
の
基

準
に
す
る
よ
う
要
請
し
て
ほ
し
い
が
。

　
　
　
　
　
　
今
本
町
の
課
題
と
し
て
、
保

育
士
不
足
に
よ
る
待
機
児
童
の
現
状
が
あ

る
。
配
置
基
準
を
見
直
す
こ
と
で
待
機
児

童
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
と
な
る
と
、
目

下
の
解
決
課
題
が
困
難
に

な
る
た
め
、
見
直
し
等
に

つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

予
定
は
な
い
。

■
バ
イ
パ
ス
・
橋
便
利
さ
の
上
に

安
全
対
策
を
！

朝
夕
の
混
雑
時
、
与
那
原
バ
イ
パ
ス

へ
の
右
折
車
両
が
赤
信
号
で
我
謝
交

差
点
付
近
ま
で
つ
な
が
っ
た
ま
ま
止
ま
り
、

青
信
号
の
車
も
前
に
進
め
ず
人
の
横
断
等
危

険
な
状
況
だ
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
南
部
国
道
事
務
所
に
も
伝
え

て
お
り
、
今
年
度
の
我
謝
交
差
点
付
近
の
与

那
原
交
差
点
向
け
に
お
い
て
拡
幅
工
事
を
行

う
予
定
だ
と
聞
い
て
い
る
。

小
波
津
６
号
線
か
ら
平
園
地
域
へ
の

角
が
ま
す
ま
す
生
い
茂
り
、
橋
が
開

通
し
た
た
め
危
険
が
増
し
て
い
る
。
地
主
の

方
へ
の
協
力
要
請
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
小
波
津
与
那
城
橋
開
通
に
当

た
り
、
交
通
量
が
増
え
る
と
想
定
し
て
い
た

た
め
、
片
面
だ
っ
た
道
路
反
射
鏡
を
両
面
反

射
鏡
へ
改
修
。
ま
た
道
路
に
飛
び
出
し
た
草

木
な
ど
は
、
そ
の
都
度
、
草
刈
り
を
実
施
し

て
い
る
。

問

問

問問

■
火
葬
場
建
設
の
必
要
性
を
問
う

中
部
広
域
火
葬
場
建
設
推
進
協
議
会

は
・
現
在
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
。
解
散
し
て
い
る
の
か
、
休
止
し

て
い
る
の
か
聞
く
。

　
　
　
　
　
中
部
南
地
区
火
葬
場
斎
場
建
設

検
討
委
員
会
は
、
平
成
28
年
２
月
22
日
に
解

散
と
な
っ
て
い
る
。

効
な
状
況
に
な
っ
た
場
合
に
は
積
極
的
に
取

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問 福
祉
部
長

福
祉
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

町
長

▼南斎場

そ
の
他
の
質
問

○
平
和
行
政
に
つ
い
て

○
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

伊
い

計
けい

 裕
ひろ

子
こ

議員

大
おお

城
しろ

 好
よし

弘
ひろ

議員


